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マイナスカーボン・プリンティングシステムズ

1 0.77
（出典：林業白書）

高さ
22ｍ

直径
26cm

0021

24.75kgのCO2削減量とは
樹齢50年（高さ22ｍ・直径26cm）の杉の木約1.77本分が
1年間に吸収するCO２量に匹敵します。

　先日開催された新体操の大会「第７回常陸大宮CUP 
２０１２」の応援に行ってきました。
　選手たちの華麗な演技に感化され、フラフープに挑
戦してみましたが・・・ひたまるにはフラフープのサ
イズが少し小さく、体全体に通すことはできませんで
した。
　選手たちのように、軽やかでしなやかな動きができ
るようになりたいと思いました。
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　山地、山ろくの湿地に生える多年草。直立し
た長い花茎で、５つに裂けた紅紫色の花がいく
つもの段になって咲くのが特徴です。その様を
五重塔などの先端部分（九輪）に例えて名付け
られました。
　九州を除く全国に分布しますが、本県では県
北の産地に稀に生息します。
　湿地の乾燥化や日当たりの悪さなどの生育環
境の悪化、乱獲により個体数が減少しています。

　江戸時代の俳人・小林一茶がクリンソウにつ
いての句を詠んでいます。

～九輪草　四五輪草で　仕舞けり～
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　宇留野さくらロード東側に広がる 上  ノ 
かみ の

 宿 遺跡で
しゅく

は、過去二度の発掘調査が行われ、奈良・平安時
代だけで１００軒を超える竪穴建物跡が確認された
ほか、墨書土器、「 風  字  硯 」（形が｢風｣の字に似てい

ふう じ けん

るすずり
・ ・ ・

）や「 耳  皿 」（平安時代に身分の高い人が
みみ ざら

使った箸置き）といった特殊な遺物が発見され、こ
の地域の一大拠点集落跡として脚光を浴びました。
　店舗建設事業に伴い、このたび第三次調査が実
施され、縄文・奈良・平安・室町時代の遺構が確
認されました。なかでも平安時代の 掘  立 

ほっ たて

 柱 
ばしら

 建  物  跡 
たて もの あと

の発見により、この場所が地域の中心的役割を
担っていた可能性がますます高まることとなりま
した。

▲４月１４日現地説明会。
　悪天候のなか、地元住民８０人が参集
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▲フラフープを羽に通すひたまる




